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710福祉タイムズ

〈写真・菊地信夫〉

　第31回ともしびポスターコンテストで、「ともしび大賞」を受賞
した熊崎葉月さん（相模原市立淵野辺小学校５年）。
　「みんながともに生きるまち」をテーマに描いた作品には、明る
いピンク色を背景に、お年寄りや障害のある方、子どもたちなど多
くの人々が笑顔で寄り添う様子が描かれている。
　「毎朝、地域のおじいさん・おばあさんたちが、安心して登校で
きるように、横断歩道などで見守ってくれています。大人になった
ら恩返しをしたいし、私も地域の子どもたちを守りたい。皆で支え
合い、楽しく暮らせる町にしていきたいです」と話す熊崎さん。そ
の思いは、皆を支える大きな手に込められている。
　「ポスターを多くの人に見てもらい、皆が元気になってほしい」
　熊崎さんの笑顔は、ひまわりのように明るく元気いっぱいだった。

みんな仲良し 楽しいくらし
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恭　

賀　

新　

年

　

皆
さ
ま
方
に
は
、
穏
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
の
帰
還
、
日
本
人
科
学
者
二

名
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
な
ど
、
自
然
科
学
分
野
の
活
躍
に
勇
気
を
得
た
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

社
会
や
暮
ら
し
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
相
模
原
市
が
政
令
指
定
都
市
と

な
り
、
横
浜
市
・
川
崎
市
と
と
も
に
、
本
県
は
三
つ
の
政
令
指
定
都
市
を

抱
え
る
全
国
唯
一
の
県
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢
者
の
所
在
不
明
が

全
国
的
に
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
、
地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
な
ど

が
改
め
て
注
目
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
、
福
祉
を
取
り
巻
く
新
た
な
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
三

年
度
を
初
年
度
と
す
る
活
動
推
進
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
新
た
な
計
画
の
も
と
、
会
員
の
皆
さ
ま
や
地
域
で

活
動
す
る
多
く
の
方
々
と
の
協
働
に
お
い
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
旧
年
に
も
増
し
て
、
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
と

と
も
に
、
実
り
多
い
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
人

　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

 

会
長　

林　

英
樹

　

本
会
で
は
、
と
も
し
び
運
動
を
支
え

る
「
と
も
し
び
基
金
」
を
は
じ
め
、「
か

な
が
わ
交
通
遺
児
援
護
基
金
」「
か
な

が
わ
子
ど
も
福
祉
基
金
」「
萬
谷
児
童

福
祉
基
金
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

概
要
は
次
表
の
と
お
り
で
す
が
、
基

金
以
外
に
も
、
福
祉
車
両
や
車
い
す
な

ど
の
寄
贈
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
催
し
へ
の
招
待
、
本
業
を
生
か

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
施
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
寄
託
金
品
の

と
も
し
び
基
金
を
は
じ
め
、皆
さ
ま
の
温
か
い
心
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
！

受
け
入
れ
と
配
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
十
二
月
は
、
障
害
者
週
間
（
毎

年
三
日
〜
九
日
）も
重
な
る
こ
と
か
ら
、

「
と
も
し
び
基
金
」
の
集
結
を
実
施
し

て
お
り
、
皆
さ
ま
か
ら
も
多
大
な
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

寄
附
金
は
、
基
金
原
資
と
し
て
積
み
立

て
、
そ
の
果
実
（
利
子
）
を
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
活
用
の
一
例
と
し
て
、
去
る

十
二
月
十
一
日
に
開
催
し
た
「
第
三
十

一
回
と
も
し
び
ポ
ス
タ
ー
・
第
二
十
四

回
と
も
し
び
絵
本
コ
ン
テ
ス
ト
」
表
彰

式
の
模
様
を
ご
報
告
し
ま
す
（
一
面
・

十
二
面
に
関
連
記
事
掲
載
）。

一
人
ひ
と
り
の
「
と
も
し
び
」
を
育
む

　

子
ど
も
た
ち
の
思
い
や
り
や
、
助
け

合
い
の
心
を
育
む
機
会
と
し
て
開
催
し

て
い
る
「
と
も
し
び
ポ
ス
タ
ー
・
絵
本

コ
ン
テ
ス
ト
」。
本
年
度
県
内
の
学
校

に
通
う
子
ど
も
た
ち
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

応
募
作
品
は
、
ポ
ス
タ
ー
の
部
千
百
二

十
三
点
、
絵
本
の
部
百
九
十
三
点
。
入

賞
作
品
九
十
四
点
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

賞
状
・
副
賞
の
授
与
に
続
き
、
次
の

名称（設置年） 対　象 内　　容

ともしび基金
（昭和52年）
募金箱設置数
約 7 0 0 カ 所

ともしび運動
が目指す「と
もに生きる福
祉社会づく
り」に向けた
取り組み

①子どもたちの「福祉の心」を育む機会づくり、
②障害のある方の働く場「ともしびショップ」
への支援、③コミュニケーション手段としての
ＩＴ利活用支援、④身体機能や生活環境に合っ
た日常生活に役立つ自助具の普及、⑤県内のボ
ランティアグループや当事者団体が行う福祉活
動への助成など

かながわ交通
遺児援護基金
（昭和46年）

交通事故など
による20歳未
満の遺児とそ
の世帯

①小・中学校入学時、中学校・高等学校卒業時の
激励金の支給、②労働災害見舞金の支給を受けて
いない世帯への見舞金の支給、③関係団体活動費
の助成、④親子交流会事業の実施

かながわ子ど
も福祉基金
（昭和55年）

児童養護施設
等や里親のも
とで生活して
いる児童

①私立幼稚園への入園や私立高等学校へ入学す
る際の奨励金の支給、②民間アパートへ入居す
る際の自立支援金の支給、③施設長や里親の身
元保証に伴う損害賠償事業の実施

萬谷児童福祉
基金（平成19年）

４年制大学、短期大学、専門学校などへ入学す
る際の支度金の支給
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介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験　

合
格
状
況

講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

土
田
邦
彦
審
査
委
員
長
（
画
家
）
＝

「
皆
さ
ん
の
感
性
や
表
現
力
、
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
素
晴
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
心
の

『
と
も
し
び
』
を
灯
し
て
、
よ
り
多
く

の
方
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
」

　

井
上
達
也
審
査
副
委
員
長
（
県
立
総

合
教
育
セ
ン
タ
ー
）
＝
「
現
在
、
学
校

で
は
『
言
語
活
動
』
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
絵
本
制
作
で
は
描
く
だ
け
で
な

く
、
言
葉
を
豊
か
に
使
う
力
を
養
っ
た

　

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
四
日
に
、

第
十
三
回
と
な
る
介
護
支
援
専
門
員
実

務
研
修
受
講
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

会
場
は
県
内
三
カ
所
（
青
山
学
院
大

学
他
）、
受
験
者
数
は
七
、
六
〇
五
名
、

合
格
者
は
一
、
七
五
六
名
（
合
格
率
二

三
・
一
％
）
で
、
全
国
的
に
も
過
去
最

低
の
合
格
率
（
二
〇
・
五
％
）
で
し
た
。

　

職
種
別
の
合
格
者
数
は
次
表
の
と
お

【
一
般
寄
附
金
】
▽
脇
隆
志
▽
広
瀬
公
子
【
交
通
遺
児
援
護
基
金
】
▽
神
奈
川
県
石
油
業
協
同
組
合
▽
㈱
小
田
原
ジ
ム

キ
【
子
ど
も
福
祉
基
金
】
▽
県
社
会
福
祉
会
館
【
と
も
し
び
基
金
】
▽
横
浜
市
中
区
浴
場
組
合
▽
横
浜
市
西
区
浴
場
組

合
▽
記
念
湯
▽
新
町
浴
場
▽
第
二
常
盤
湯
▽
第
二
大
和
湯
▽
中
島
湯
▽
藤
の
湯
▽
丸
子
温
泉
▽
㈲
よ
し
乃
湯
▽
喜
久
の

湯
▽
JA
神
奈
川
県
信
連
▽
JA
横
浜
▽
JA
セ
レ
サ
川
崎
▽
JA
湘
南
▽
JA
か
な
が
わ
西
湘
▽
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
県
庁
店
▽

と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
県
民
セ
ン
タ
ー
店
▽
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
▽
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
ス
マ
イ
ル
▽
と
も

し
び
シ
ョ
ッ
プ
グ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
▽
ミ
ニ
シ
ョ
ッ
プ
ぽ
い
ん
と
１
▽
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
青
い
鳥
▽
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ

輝
▽
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
さ
く
ら
▽
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
フ
ァ
ー
ス
ト
▽
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
保
健
福
祉
大
学
▽
と
も

し
び
シ
ョ
ッ
プ
マ
リ
ン
▽
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
ゆ
め
散
歩
▽
ガ
リ
バ
ー
一
号
戸
塚
店
▽
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン
フ
ォ
ー
レ
ス
ト

▽
情
報
労
連
神
奈
川
県
協
議
会
▽
ス
リ
ー
エ
フ
大
磯
国
府
店
▽
富
士
シ
テ
ィ
オ
㈱
▽
㈱
ビ
ッ
グ
ウ
ェ
ー
ブ
▽
妙
深
寺
婦

人
会
▽
神
奈
川
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
▽
㈳
神
奈
川
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
議
会
▽
日
向
台

病
院
▽
介
護
老
人
保
健
施
設
リ
バ
ー
イ
ー
ス
ト
▽
聖
テ
レ
ジ
ア
病
院
▽
横
須
賀
老
人
ホ
ー
ム
▽
葉
山
町
▽
（福）
箱
根
町
社

会
福
祉
協
議
会
▽
㈳
神
奈
川
県
薬
剤
師
会
▽
㈳
神
奈
川
県
看
護
協
会
▽
（福）
神
奈
川
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

団
▽
（福）
神
奈
川
県
社
会
福
祉
事
業
団
▽
㈳
神
奈
川
県
土
地
建
物
保
全
協
会
▽
㈶
神
奈
川
県
厚
生
福
利
振
興
会
▽
神
奈

川
県
住
宅
供
給
公
社
▽
神
奈
川
県
道
路
公
社
▽
㈶
神
奈
川
県
身
体
障
害
者
連
合
会
▽
㈶
神
奈
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
▽
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
県
高
齢
者
福
祉
施
設
協
議
会
▽
（Ｎ）
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
コ
ム
か
な
が
わ
・
県
肢
体
不
自
由
児
協

会
▽
神
奈
川
県
心
身
障
害
児
者
父
母
の
会
連
盟
▽
神
奈
川
県
肢
体
不
自
由
児
者
父
母
の
会
連
合
会
▽
一
般
社
団
法
人
神

奈
川
県
保
育
会
▽
神
奈
川
県
保
育
士
会
▽
ゆ
り
の
会
▽
神
奈
川
県
医
療
福
祉
施
設
協
同
組
合
▽
㈶
神
奈
川
県
福
利
協

会
▽
（Ｎ）
神
奈
川
県
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
協
会
▽
神
奈
川
県
交
通
遺
児
家
庭
の
会
▽
（福）
神
奈
川
県
共
同
募
金
会
▽
（Ｎ）
神
奈
川
県

障
害
者
地
域
作
業
所
連
絡
協
議
会
▽
神
奈
川
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
▽
神
奈
川
県
知
的
障
害
施
設
団
体
連
合
会
▽
や

ま
ゆ
り
知
的
障
害
児
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
▽
㈳
神
奈
川
県
社
会
福
祉
士
会
▽
神
奈
川
県
警
察
本
部
▽
神
奈
川
県
職

員
一
同
▽
本
会
職
員
一
同
（
計
一
、
一
二
一
、
三
八
九
円
）【
寄
附
物
品
】
▽
神
奈
川
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
▽
コ
カ
・
コ
ー

ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
㈱
▽
（Ｎ）
日
産
労
連
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ら
い
ふ
21
▽
横
浜
市
退
職
教
職
員
の
会
▽
阿
久
和
北
部
女
性

部
会
▽
㈱
カ
レ
ン
ズ
▽
神
奈
川
県
定
年
問
題
研
究
会
▽
㈱
シ
ュ
ガ
ー
レ
デ
ィ
ー
▽
神
奈
川
県
警
察
本
部
▽
神
奈
川
県
職

員
一
同
（
敬
称
略
）

と
思
い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
大
切
に
」

　

と
も
し
び
運
動
の
願
い
が
込
め
ら
れ

た
作
品
を
通

じ
て
、
世
代

を
超
え
た
共

感
が
得
ら
れ
、

次
代
に
受
け

継
が
れ
て
い

く
事
業
に
な

る
よ
う
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
と
も
し
び
運
動
推
進
担
当
）

表彰式では大賞・最優秀賞・優秀賞・
佳作の順に賞状と副賞が手渡された

り
で
す
。

　

毎
年
増
加
傾
向
に
あ
る
介
護
福
祉
士

の
資
格
保
有
者
は
、
昨
年
比
〇
・
四
ポ

イ
ン
ト
増
の
六
九
・
八
％
、
全
国
で
は

六
八
・
三
％
の
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

合
格
さ
れ
た
方
へ
の
実
務
研
修
は
本

年
二
月
上
旬
か
ら
、
本
会
、
横
浜
市
社

協
、
川
崎
市
社
協
で
実
施
し
ま
す
。

 

　
（
試
験
本
部
担
当
）

平成22年度介護支援専門員実務研修受講試験　職種（資格）別合格状況

職 　 　 種 合格者数　（人）
（ 　）内は昨年度

比　　 率　（％）
（ 　）内は昨年度

介 護 福 祉 士 1,226 (1,504) 69.82  (69.40)
社 会 福 祉 士 162   (130) 9.23   (6.00)
看 護 師 79   (150) 4.50   (6.92)
介 護 等 業 務 従 事 者 73   (125) 4.16   (5.77)
相 談 援 助 業 務 従 事 者 52    (77) 2.96   (3.55)
栄養士（管理栄養士を含む） 26    (33) 1.48   (1.52)
理 学 療 法 士 22    (15) 1.25   (0.69)
作 業 療 法 士 19    (17) 1.08   (0.78)
准 看 護 師 16     (9) 0.91   (0.42)
薬 剤 師 16    (19) 0.91   (0.88)
あんまマッサージ指圧師 13    (19) 0.74   (0.88)
保 健 師 13    (14) 0.74   (0.65)
精 神 保 健 福 祉 士 13     (9) 0.74   (0.42)
歯 科 衛 生 士 12    (25) 0.68   (1.15)
は り 師 6     (4) 0.34   (0.18)
歯 科 医 師 4     (3) 0.23   (0.14)
言 語 聴 覚 士 3     (4) 0.17   (0.18)
医 師 1     (0) 0.06   (0.00)
柔 道 整 復 師 0     (7) 0.00   (0.32)
助 産 師 0     (2) 0.00   (0.09)
視 能 訓 練 士 0     (1) 0.00   (0.05)
義 肢 装 具 士 0     (0) 0.00   (0.00)
き ゅ う 師 0     (0) 0.00   (0.00)

計 1,756 (2,167) 100.00 (100.00)
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福
祉
関
連
の
動
き
（
○
数
字
は
本
紙
で
の
関
連
記
事
掲
載
月
）

社
会
の
う
ご
き
・
事
件
・
事
故

１

○
厚
労
省
、「
自
殺
・
う
つ
病
等
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
置

○
法
務
省
の
研
究
会
が
、
父
母
に
よ
る
児
童
虐
待
防
止
に
向
け
た
民
法
の
親
権
制
度
見
直
し
に
向
け
提
言

◇
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
（
東
海
大
学
病
院
）、
か
な
が
わ
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
㈳
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会　

神
奈
川
県
支
部
）
が
開
設

★
県
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
開
催
②

▽
最
新
３
Ｄ
映
画
「
ア
バ
タ
ー
」
が
入
場
料
合
計
で
世
界
一
に

▽
中
南
米
ハ
イ
チ
で
Ｍ
７
・
０
の
大
地
震
発
生

２

○
「
い
の
ち
を
守
る
自
殺
対
策
緊
急
プ
ラ
ン
」（
自
殺
対
策
緊
急
戦
略
チ
ー
ム
）
策
定
。
３
月
を
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」
に

★
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
ハ
ッ
ピ
ー
ベ
ジ
タ
ブ
ル
（
横
須
賀
市
）
オ
ー
プ
ン

▽
バ
ン
ク
ー
バ
ー
五
輪
開
幕

▽
海
老
名
市
、
県
内
自
治
体
初
と
な
る
還
暦
式
を
開
催

３

○
「
平
成
22
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
」（
子
ど
も
手
当
法
）
成
立
。
６
月
よ
り
支
給
開
始

○
厚
労
省
、
09
年
12
月
の
生
活
保
護
を
受
け
た
実
人
数
（
速
報
値
）
が
約
53
年
ぶ
り
に
180
万
人
を
超
え
た
こ
と
を
公
表

○
厚
労
省
、
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
に
基
づ
き
介
護
福
祉
士
候
補
者
の
実
態
調
査
結
果
を
発
表
。
利
用
者
の
６
割
が
「
お
お
む
ね
満
足
」
と
回
答

○
厚
労
省
、
特
養
で
介
護
職
員
が
行
う
、
た
ん
の
吸
引
等
を
一
定
の
条
件
下
で
認
め
る
方
針
を
決
定

◇
県
、「
神
奈
川
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
」
改
定

★
福
祉
タ
イ
ム
ズ
700
記
念
号
発
行

★
「
子
ど
も
の
安
全
と
安
心
を
護
る
養
育
ブ
ッ
ク
〜
被
措
置
児
童
等
へ
の
虐
待
に
陥
ら
な
い
た
め
に
」
を
発
行
⑧

★
法
人
や
施
設
に
お
い
て
職
員
の
研
修
受
講
履
歴
を
自
主
的
に
入
力
・
管
理
で
き
る
、
研
修
受
講
履
歴
管
理
シ
ス
テ
ム
「
け
ん
た
ろ
う
」
を
作
成
⑨

★
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
い
き
い
き
あ
ん
し
ん
お
手
伝
い
〜
社
協
に
お
け
る
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
」
完
成
④

★
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
ゆ
め
散
歩
（
秦
野
市
）、
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
ネ
ッ
ト
サ
ロ
ン
Ｋ
Ｉ
Ｌ
Ｃ
（
平
塚
市
）
オ
ー
プ
ン

▽
ア
メ
リ
カ
の
国
会
で
国
民
の
誰
も
が
「
医
療
保
険
」
に
加
入
で
き
る

法
律
が
認
め
ら
れ
る

▽
足
利
事
件
、
菅
家
利
和
さ
ん
の
無
罪
が
確
定
。
裁
判
官
が
謝
罪

４

○
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
」
施
行

○
内
閣
府
の
調
査
で
、
全
国
の
60
歳
以
上
の
男
女
で
孤
独
死
を
身
近
に
感
じ
る
人
は
42
・
９
％
で
、
単
身
世
帯
で
は
64
・
７
％
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

○
厚
労
省
の
調
査
で
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
約
６
割
で
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が
未
設
置
。
１
ユ
ニ
ッ
ト
で
の
夜
勤
人
数
が
１
人
の
施
設
が
97
％
に
上
る
こ
と
が
判
明

○
「
な
く
そ
う
！
子
ど
も
の
貧
困
」
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
。
政
府
に
対
し
貧
困
率
の
削
減
目
標
を
定
め
る
こ
と
や
、
貧
困
解
消
に
向
け
た
行
動
計
画
策
定
を
要
望

◇
県
、「
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
団
体
等
と
県
と
の
協
働
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」、「
受
動
喫
煙
防
止
条
例
」
を
施
行

◇
県
立
６
病
院
の
運
営
主
体
が
、
県
か
ら
地
方
独
立
行
政
法
人
神
奈
川
県
立
病
院
機
構
へ
移
行

◇
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
、
介
護
保
険
の
居
宅
介
護
支
援
に
つ
い
て
、
自
己
負
担
の
導
入
を
求
め
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
提
言
を
ま
と
め
る

◇
横
浜
市
教
育
委
員
会
は
、
市
立
小
学
校
70
校
に
「
児
童
支
援
専
任
教
諭
」
を
配
置
。
校
内
で
中
心
的
役
割
を
担
う

★
「
か
な
が
わ
成
年
後
見
推
進
セ
ン
タ
ー
」
開
設
、
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
推
進
機
構
が
本
会
と
統
合
④

▽
再
来
年
完
成
予
定
の
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
、
東
京
タ
ワ
ー
の
高
さ

を
超
え
338
メ
ー
ト
ル
に

▽
中
国
の
青
海
省
で
Ｍ
７
・
１
の
大
地
震
発
生

▽
宇
宙
飛
行
士
山
崎
直
子
さ
ん
、
15
日
間
の
旅
を
終
え
地
球
へ
帰
還

▽
相
模
原
市
、
政
令
指
定
都
市
へ
移
行

５

○
「
改
正
児
童
扶
養
手
当
法
」
成
立
。
父
子
家
庭
に
も
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

○
「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
検
討
会
議
」、
幼
稚
園
と
保
育
園
を
一
体
化
す
る
「
こ
ど
も
園
（
仮
称
）」
の
創
設
な
ど
、
子
育
て
支
援
の
新
た
な
制
度
体
系
素

案
を
ま
と
め
る

○
厚
労
省
の
調
査
で
、「
高
齢
者
世
帯
」
が
初
め
て
全
世
帯
の
２
割
を
超
え
た
こ
と
、
半
数
以
上
が
「
生
活
が
苦
し
い
」
と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

○
厚
労
省
、「
ひ
き
こ
も
り
の
評
価
・
支
援
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
発
表

○
経
産
省
、「
地
域
生
活
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
流
通
の
あ
り
方
研
究
会
」
が
報
告
書
ま
と
め
る
。
高
齢
者
な
ど
の
買
い
物
弱
者
を
支
援
す
る
た
め
に
、
流
通
業
者
と

行
政
な
ど
が
連
携
し
、
宅
配
サ
ー
ビ
ス
、
移
動
販
売
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
を
求
め
る

◇
県
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
施
策
検
証
委
員
会
を
設
置

◇
県
、
九
都
県
市
首
脳
会
議
の
合
意
に
基
づ
き
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
整
備
に
関
す
る
緊
急
要
望
」
の
実
施

★
Ｉ
Ｔ
利
活
用
拠
点
「
パ
ソ
コ
ン
ひ
ろ
ば
大
井
」
が
開
所
（
足
柄
上
郡
大
井
町
）
⑦

★
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
マ
リ
ン　
（
横
須
賀
市
）
オ
ー
プ
ン

▽
上
海
万
博
開
幕
。
総
入
場
者
数
約
７
万
３
千
人
で
史
上
最
多

▽
宮
崎
県
で
「
口
蹄
疫
」
発
症

▽
本
県
で
「
第
61
回
全
国
植
樹
祭
」
開
催

６

○
「
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
」
施
行
。
３
歳
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
労
働
者
が
利
用
で
き
る
短
時
間
の
勤
務
制
度
等
の
義
務
化
等

○
厚
労
省
が
「
イ
ク
メ
ン
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

男
性
の
育
児
参
加
後
押
し

○
政
府
、
新
年
金
制
度
の
基
本
原
則
を
ま
と
め
る

◇
県
、
色
覚
障
害
当
事
者
に
よ
る
カ
ラ
ー
バ
リ
ア
フ
リ
ー
相
談
の
実
施

★
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
２
号
店
ハ
ッ
ピ
ー
ベ
ジ
タ
ブ
ル
（
横
須
賀
市
）、
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
ア
ズ
・
ア
・
バ
ー
ド
や
す
ら
ぎ
荘
（
藤
沢
市
）
オ
ー
プ
ン

▽
161
日
間
宇
宙
で
過
ご
し
た
、
宇
宙
飛
行
士
野
口
聡
一
さ
ん
地
球
へ
帰

還
▽
小
惑
星
無
人
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
が
、
７
年
ぶ
り
に
地
球
へ
帰
還

▽
鳩
山
首
相
退
陣
。
菅
内
閣
延
生

▽
観
測
史
上
最
高
の
猛
暑
。
熱
中
症
多
発
で
死
者
も

○全国の動き　◇県内の動き　★本会の動き福 祉 の 動 き
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７

○
「
改
正
臓
器
移
植
法
」
施
行　

15
歳
未
満
の
臓
器
移
植
が
可
能
に

○
「
改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
」
施
行
。
対
象
事
業
主
の
拡
大
、
短
時
間
労
働
へ
の
対
応
が
盛
り
込
ま
れ
る

○
厚
労
省
、「
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
移
行
状
況
調
査
」
結
果
を
発
表
。
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
新
体
系
へ
移
行
率
54
．
２
％

○
法
制
審
専
門
部
会
、
子
ど
も
を
虐
待
し
た
親
の
親
権
を
一
時
的
に
制
限
す
る
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
中
間
試
案
を
ま
と
め
る
。
社
福
法
人
の
未
成

年
後
見
容
認
も

○
厚
労
省
、「
生
活
保
護
受
給
者
の
社
会
的
な
居
場
所
づ
く
り
と
新
し
い
公
共
に
関
す
る
研
究
会
」
が
生
活
保
護
受
給
者
の
自
立
に
向
け
居
場
所
作
り
に
取
り
組
む

こ
と
を
提
案

★
福
祉
の
し
ご
と
フ
ェ
ア
２
０
１
０

－

今
夏
は
茅
ヶ
崎
市
で
開
催
⑥
⑧

▽
本
県
で
が
ん
体
験
者
に
よ
る
、
が
ん
患
者
・
家
族
の
た
め
の
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
事
業
が
ス
タ
ー
ト

▽
大
相
撲
力
士
の
野
球
賭
博
問
題
で
、
初
の
大
相
撲
中
継
中
止

▽
山
口
・
広
島
大
雨
被
害
発
生

８

○
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
初
の
世
界
会
議
が
横
浜
で
開
催
。
公
的
支
援
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
「
横
浜
宣
言
」
を
採
択
。

○
大
阪
府
、
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
を
規
制
す
る
た
め
の
「
被
保
護
者
等
に
対
す
る
住
居
・
生
活
サ
ー
ビ
ス
等
提
供
事
業
の
規
制
に
関
す
る
条
例
案
」
を
発
表

○
100
歳
を
超
え
る
高
齢
者
の
う
ち
、
所
在
不
明
者
が
全
国
に
多
数
い
る
こ
と
が
判
明

◇
県
内
で
障
害
者
雇
用
に
積
極
的
に
取
り
組
む
中
小
企
業
等
の
認
証
制
度
を
創
設
し
、
認
証
企
業
が
使
用
で
き
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
愛
称
決
ま
る

★
障
害
福
祉
施
設
・
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
両
協
議
会
の
共
催
に
よ
り
、
障
害
者
権
利
条
約
に
つ
い
て
の
研
修
会
開
催
⑨

★
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
な
の
は
な
（
二
宮
町
）
オ
ー
プ
ン

▽
臓
器
移
植
法
が
改
正
後
、
始
め
て
家
族
の
同
意
だ
け
で
脳
死
に
な
っ

た
人
か
ら
臓
器
が
提
供
さ
れ
る

▽
１
年
以
上
の
完
全
失
業
者
118
万
人

９

○
厚
労
省
、
２
０
０
９
年
の
福
祉
事
務
所
の
現
況
調
査
結
果
を
公
表
。
1
/
3
が
生
活
保
護
担
当
者
の
配
置
基
準
満
た
ず

○
厚
労
省
、「
虐
待
通
告
の
あ
っ
た
児
童
の
安
全
確
認
の
手
引
き
」
を
作
成
。
都
道
府
県
・
指
定
都
市
な
ど
に
通
知

○
文
科
省
、「
廃
校
施
設
等
活
用
状
況
実
態
調
査
」
の
結
果
を
発
表
。
今
後
、
廃
校
施
設
の
福
祉
施
設
へ
の
転
用
も
促
進

○
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
で
、
自
殺
や
う
つ
病
に
起
因
す
る
経
済
的
損
失
が
、
09
年
の
１
年
間
で
２
兆
６
７
８
２
億
円
に
上
る
こ
と
が
判
明

○
国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
研
究
所
な
ど
が
認
知
症
の
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
開
発

◇
県
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
普
及
に
向
け
、
モ
デ
ル
事
業
を
ス
タ
ー
ト

▽
日
本
振
興
銀
行
が
破
綻
。
日
本
で
初
め
て
ペ
イ
オ
フ
の
実
施
へ

▽
大
リ
ー
グ
、
マ
リ
ナ
ー
ズ
イ
チ
ロ
ー
選
手
、
10
年
連
続
200
本
安
打
を

記
録

▽
厚
労
省
元
局
長
無
罪
確
定
。
１
年
３
カ
月
ぶ
り
に
復
職

10

○
政
府
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
特
命
チ
ー
ム
を
発
足

○
日
本
盲
人
社
会
福
祉
施
設
協
議
会
の
調
査
で
、
55
％
の
視
覚
障
害
者
が
盲
導
犬
所
有
考
え
て
な
い
こ
と
が
判
明

○
若
手
福
祉
従
事
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
福
祉
で
働
く
若
者
を
調
査
、「
生
涯
仕
事
し
た
い
」
８
割
超

○
毎
日
新
聞
の
調
査
で
、
公
営
団
地
で
孤
独
死
１
１
９
１
人
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
879
人
と
73
・
８
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
判
明

◇
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
な
が
わ
開
催
⑪

★
「
か
な
が
わ
の
児
童
福
祉
施
設
で
生
活
す
る
発
達
障
が
い
を
疑
わ
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
調
査
」
報
告
書
発
行

★
第
59
回
県
社
会
福
祉
大
会
開
催
⑪

★
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
ポ
エ
ム,
10
（
横
浜
市
港
南
区
）
オ
ー
プ
ン

▽
奄
美
豪
雨
災
害
発
生

▽
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
に
、
北
海
道
大
学
鈴
木
章
さ
ん
、
米
・
パ
デ
ュ
ー

大
学
根
岸
英
一
さ
ん

▽
名
古
屋
で
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
開
催

▽
南
米
の
チ
リ
で
、
700
メ
ー
ト
ル
の
地
下
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
33

人
が
、
お
よ
そ
70
日
ぶ
り
に
救
出
さ
れ
る

▽
羽
田
空
港
の
新
国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
オ
ー
プ
ン

11

○
厚
労
省
、「
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
」
を
と
り
ま
と
め
公
表

○
内
閣
府
の
調
査
で
、「
介
護
良
く
な
っ
た
」
51
％　

経
済
的
・
家
族
の
負
担
減
ら
ず

○
全
国
社
会
福
祉
施
設
経
営
者
協
議
会
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
向
上
な
ど
重
点
課
題
と
し
た
「
プ
ラ
ン
２
０
１
５
」
発
表

◇
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
が
ひ
き
こ
も
り
対
策
強
化
に
向
け
て
「
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
事
業
を
開
始

★
高
校
生
に
仕
事
の
魅
力
を
伝
授
〜
綾
瀬
市
「
福
祉
の
仕
事
を
知
っ
て
も
ら
お
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
開
催
⑪

★
身
近
な
地
域
で
多
文
化
共
生
社
会
の
広
が
り
を
〜
「
第
四
回
地
域
福
祉
推
進
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催
⑫

▽
尖
閣
諸
島
で
の
衝
突
映
像
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
上
に
流
出

▽
日
本
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
）
首
脳
会
議
等
、
横
浜

で
開
催

▽
障
害
児
教
育　

就
学
先
決
定
は
総
合
判
断
で
。
中
央
教
育
審
議
会
試

案
で

12

○
厚
労
省
、「
外
ぼ
う
障
害
に
係
る
障
害
等
級
の
見
直
し
に
関
す
る
専
門
検
討
会
」
が
報
告
書
を
ま
と
め
る
。
昭
和
22
年
か
ら
見
直
し
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

○
国
交
省
・
厚
労
省
は
、
現
行
の
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
と
有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
再
編
し
、「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
」（
仮
称
）
制
度
創
設
の
方
針
決
定

○
東
京
都
、
職
場
内
で
若
年
性
認
知
症
の
人
を
早
期
発
見
し
、
適
切
な
支
援
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
に
「
若
年
性
認
知
症
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成

◇
刑
務
所
な
ど
の
矯
正
施
設
を
退
所
し
た
方
の
社
会
復
帰
を
支
援
す
る
「
神
奈
川
県
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
、
県
社
会
福
祉
士
会
に
設
置

▽
「
国
際
学
力
調
査
」
で
、
日
本
の
子
ど
も
の
学
力
が
高
く
な
り
、
世

界
の
中
で
順
位
が
あ
が
っ
た
こ
と
が
判
明

▽
無
人
探
査
機
「
あ
か
つ
き
」
が
、
金
星
の
軌
道
に
の
れ
な
か
っ
た
こ

と
が
判
明

２ ０ １ ０ 年
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今
号
で
は
、
ひ
き
こ
も
り
の
若
者
の

本
人
本
位
を
支
え
る
た
め
に
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
大
切
と
な
っ
て
い
る

の
か
、
（Ｎ）
月
一
の
会
代
表
の
梅
山
明
子

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

他
者
と
の
関
わ
り
が
な
い
若
者

　

月
一
の
会
は
、
平
成
十
年
に
、
ひ
き

こ
も
る
若
者
と
そ
の
家
族
を
支
え
る
た

め
に
家
族
た
ち
が
月
に
一
度
語
り
合
う

こ
と
か
ら
始
ま
り
、
若
者
の
居
場
所
、

親
の
会
、
講
演
会
な
ど
の
啓
発
事
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

梅
山
さ
ん
は
、「
ひ
き
こ
も
る
若
者

の
多
く
は
、
日
中
に
家
電
量
販
店
や
本

屋
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
時
間
を
過
ご
し

て
い
る
こ
と
も
多
く
、
自
宅
や
自
室
に

完
全
に『
ひ
き
こ
も
る
』の
で
は
な
く
、

社
会
（
人
）
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
」
と
言
い
ま
す
。
月

一
の
会
に
関
わ
る
方
の
多
く
は
、
十
五

歳
か
ら
三
十
五
歳
く
ら
い
の
方
で
、
働

い
た
り
学
校
に
行
か
ず
、
家
族
以
外
の

他
者
と
の
人
間
関
係
が
な
い
そ
う
で
す
。

生
き
て
い
く
力
を
蓄
え
る
居
場
所

　

ひ
き
こ
も
る
こ
と
や
、
他
者
と
の
関

わ
り
を
持
た
な
い
こ
と
が
本
人
の
性
格

や
努
力
不
足
、
弱
さ
な
ど
内
面
に
の
み

あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
「
人
間
関

係
作
り
の
不
得
手
さ
や
、
面
接
で
落
と

さ
れ
続
け
、
仕
事
を
得
ら
れ
な
い
経
験

な
ど
か
ら
自
信
を
失
い
、
人
と
の
関
わ

り
を
持
て
な
く
な
っ
て
い
る
。
働
き
た

い
と
い
う
気
持
ち
は
常
に
持
っ
て
い
る

が
、
す
ぐ
に
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
が
難

し
い
」
と
梅
山
さ
ん
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
同
じ
境
遇
に
い

る
人
た
ち
と
の
出
会
い
や
食
事
会
、
楽

器
を
使
っ
た
演
奏
会
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
付
け
る
こ
と
や
他
者

と
つ
な
が
る
経
験
が
で
き
る
居
場
所
が

あ
る
こ
と
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

社
会
と
の
接
点
が
、
自
信
の
回
復
に

　

さ
ら
に
、自
信
を
回
復
す
る
た
め
に
、

社
会
と
接
す
る
機
会
を
作
っ
て
い
く
こ

と
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

月
一
の
会
で
は
、
地
域
の
団
体
や
お

祭
り
の
手
伝
い
な
ど
を
す
る
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
地
域
の
会
社
、
福
祉
施
設

な
ど
に
協
力
し
て
も
ら
い
職
場
体
験
な

ど
を
行
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

は
、
自
分
自
身
が
社
会
の
役
に
立
ち
、

必
要
と
さ
れ
る
経
験
の
積
み
重
ね
と
な

り
、
若
者
が
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
実

感
し
、
行
動
的
な
気
持
ち
へ
と
変
化
す

る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

　

梅
山
さ
ん
は
、「
社
会
と
の
つ
な
が

り
が
持
て
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
若
者

が
い
る
こ
と
の
理
解
が
広
ま
り
、
社
会

参
加
で
き
る
き
っ
か
け
を
作
っ
て
い
く

こ
と
に
協
力
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
伝

え
ま
す
。
月
一
の
会
だ
け
で
な
く
地
域

の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
こ
う
し
た

機
会
が
作
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
、
本
人

の
気
持
ち
や
、
生
活
を
支
え
る
大
切
な

取
り
組
み
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 （
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

－－利用者本位を地域で支える利用者本位を地域で支える－－

ひ
き
こ
も
り
の
若
者
が
、
自
信
を
回
復
で
き
る
場
所
や
機
会
を

ひ
き
こ
も
り
の
若
者
が
、
自
信
を
回
復
で
き
る
場
所
や
機
会
を

  

（
Ｎ
）
月
一
の
会
の
取
り
組
み
か
ら

（
Ｎ
）
月
一
の
会
の
取
り
組
み
か
ら

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

よこはま北部ユースプラザ（運営
委託：（Ｎ）月一の会）の居場所
で開催されたクリスマス会に多く
の若者が集まった
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江戸の町、プラネタリウムも江戸の町、プラネタリウムも

　昨年10月オープンの羽田空港国際線ターミナ
ル。フラットなフロア、低めのチェックインカ
ウンター、21ある電動車いす充電箇所、日本の
空港初の屋内補助犬用トイレや案内カウンター
の聴覚障害者用磁気ループ、視覚障害者用に昇
りと降りで音程を変えたエレベーターのメロ
ディーなどさまざまな配慮は、障害当事者が参
画しての４年に及ぶユニバーサルデザイン
（UD）検討委員会の成果です。
　１階にはバス・タクシー乗り場や駐車場。２
階は到着ロビー。出発ロビーは３階。４・５階
はレストラン・土産屋等で、４階は江戸の街並
みが再現してあり、５階にプラネタリウムカ
フェがあります。
　鉄道は、東京モノレールと京浜急行。東京モ
ノレールは３階出発ロビーへ直結ですが、横浜
方面からの車いす利用で
はJR浜松町駅の乗り換
えが少し複雑です。京浜
急行のホームは地下２
階。エレベーターで、あっ
という間に出発ロビーへ。

コンシェルジュはサービス介助士コンシェルジュはサービス介助士

　国際線ターミナル駅で迎えてくれたのは、「コ
ンシェルジュ」と呼ばれる案内スタッフ。障害
のある方々や高齢者への介助サービスを行って
います。出発時は、駅やバスターミナルから航
空会社のチェックインカウンターまで、到着時
はロビーからターミナルの希望の場所までの介
助が受けられます。
　85人いるコンシェルジュの、ほぼ全員がサー

低めの案内カウンター

障害のある方々の声が反映された

羽田空港国際線ターミナル
（東京都）

　障害のある方々の意見を取り入れ、世界トップ水準のユ
ニバーサルデザイン（ＵＤ）空港が誕生！ 直接声を届け、
より便利に快適に育てていくのは私たち。

ビス介助士。トイレの案内もあるため、原則と
して利用者と同性のスタッフが担当。短時間な
ら、土産や弁当の購入、視覚障害のある方々は
外貨両替も手伝ってもらえます。当日案内カウ
ンターで申し込むか、電話もしくはインター
ネットでの予約も可能。

「フリーストップ機能」のトイレ「フリーストップ機能」のトイレ

　ＵＤ検討委員会で議論が白熱したのはトイレ
です。同じエリアに多機能トイレが２カ所近接
する所も多くあります。トイレの手すりも右側
と、左側のものがあり、どちらかを選べ、扉は
手動式で、開けた時に手を離しても閉まらない
「フリーストップ機能」が付いています。なお、
一般のトイレも、手動車いす利用者が使用でき
るよう、広いスペースになっています。
　取材を通じて、ユニバーサルデザインに障害
当事者の声を反映させることが、いかに重要か

を痛感しました。今後は
２年に１度の事後評価が
予定されており、さらに
使いやすい空港にするた
め、私たちの「声」を積
極的に届けることが大切
だと思いました。

◆ご意見・ご感想はkikaku@knsyk.jpまでお寄せください。

■東京国際空港（羽田空港）国際線ターミナル
ビル

　電話　03－6428－0888
　（ターミナルインフォメーション）
　http://www.haneda－airport.jp/inter/

インフォメーションインフォメーション

今月は ⇨ NPO法人神奈川県障害者
　　　　自立生活支援センター がお伝えします！

　通称ＫＩＬＣ（キルク）。1997年４月設立。障害者の自立生
活を目指してピアカウンセリング（障害者による相談事業）や
各種情報提供、障害者施策の研究・提言など障害当事者の目線
で共生社会の実現を目指した活動を展開。現在、厚木・平塚２
カ所を拠点に活動中。
〈連絡先〉〔法人本部〕厚木市愛甲953－２
　　　　 ＴＥＬ：046－247－7503　ＦＡＸ：046－247－7508
　　　　 URL:http://www.kilc.org　E-mail:info@kilc.org

ターミナル内を案内
するコンシェルジュ
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こ
れ
ま
で
本
連
載
で
は
、
家
族
構
成
の
変
化
を
背
景
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
的
課
題
を
抱
え
る
本
人
と
家
族
を
ど
の

よ
う
に
支
援
し
て
い
く
か
、
ま
た
、
住
む
べ
き
家
を
失
い
、
家
族
や
地
域
と
疎
遠
に
な
り
が
ち
な
方
々
な
ど
の
社
会
的

ケ
ア
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

今
号
は
、
久
里
浜
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
ん
る
り
（
以
下
、「
ゆ
ん
る
り
」）
の
取
り
組
み
か
ら
、
脳
外
傷
性
損
傷

や
脳
血
管
性
障
害
の
後
遺
症
に
よ
る
高
次
脳
機
能
障
害
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
課
題
を
抱
え
る
本
人
や
そ
の
家
族
の

方
々
を
、
支
え
て
い
く
た
め
に
何
が
必
要
か
考
え
ま
す
。

社
会
的
ケ
ア
の
広
が
り
〜
個
人
と
家
族
を
支
え
る
﹇
第
十
回
﹈

社
会
的
ケ
ア
の
広
が
り
〜
個
人
と
家
族
を
支
え
る
﹇
第
十
回
﹈

高
次
脳
機
能
障
害
の
あ
る
方
の
社
会
参
加
の
場
と
、
障
害
へ
の
理
解
の
広
が
り
を

 

〜
久
里
浜
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
ん
る
り
の
取
り
組
み
か
ら
（
横
須
賀
市
）

の
受
傷
後
の
変
化
に
戸
惑
い
、
障
害
へ

の
正
し
い
理
解
を
持
つ
こ
と
が
難
し
く

な
る
た
め
、
相
談
で
き
る
支
援
者
が
必

要
」
と
言
い
ま
す
。

不
足
す
る
社
会
参
加
の
場
所

　

ま
た
、
調
査
か
ら
は
、
約
四
割
の
方

が
「
社
会
参
加
の
場
が
な
い
」
状
況
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま

す
。
障
害
の
あ
る
方
々
の
多
く
は
既
存

の
作
業
所
等
を
通
じ
て
、
社
会
参
加
を

図
り
ま
す
が
、
障
害
の
特
性
か
ら
利
用

に
合
わ
な
い
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

ゆ
ん
る
り
で
は
、
高
次
脳
機
能
障
害

の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
日
中
活
動
の

場
と
し
て
「
お
に
ぎ
り
カ
フ
ェ
ゆ
ん
る

り
」
を
開
設
し
、
登
録
利
用
者
十
名
、

本
人
の
状
況
に
合
わ
せ
活
動
日
に
は
、

分
か
り
に
く
い
障
害
、
生
活
に

大
き
な
影
響
も

　

交
通
事
故
等
に
よ
る
脳
外
傷
や
、
脳

血
管
障
害
の
後
遺
症
な
ど
に
よ
り
、
新

し
い
こ
と
が
覚
え
ら
れ
な
い
「
記
憶
障

害
」、
気
が
散
り
や
す
く
、
同
じ
間
違

い
を
繰
り
返
す
な
ど
の
「
注
意
障
害
」、

間
違
え
た
時
の
修
正
や
計
画
の
変
更
が

で
き
な
い
「
遂
行
機
能
障
害
」、
こ
の

ほ
か
、
言
い
た
い
言
葉
が
言
え
な
い
・

出
て
こ
な
い
こ
と
や
、
他
人
の
話
が
理

解
で
き
な
い
、
意
欲
の
低
下
や
情
動
の

障
害
と
い
っ
た
症
状
な
ど
が
見
ら
れ
る

「
高
次
脳
機
能
障
害
」。
見
た
目
で
は
分

か
り
に
く
く
、
症
状
が
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
表
れ
て
き
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
長
の
水
村
広
貴
さ
ん
は
、

能
障
害
実
態
調
査
（
以
下
、「
調
査
」）

に
よ
る
と
、
家
庭
の
主
た
る
生
計
者
が

本
人
で
あ
る
場
合
が
、
四
十
三
・
三
％

に
上
り
、
受
傷
に
よ
り
家
庭
の
経
済
基

盤
が
不
安
定
と
な
り
ま
す
。
退
院
に
際

し
、
家
族
は
、
本
人
が
掛
け
て
い
た
民

間
保
険
や
障
害
年
金
の
受
給
な
ど
、
各

種
手
続
き
に
奔
走
し
ま
す
。
そ
う
し
た

作
業
で
家
族
が
持
つ
精
神
的
疲
労
を
支

え
る
た
め
に
、
ゆ
ん
る
り
で
は
、
各
種

手
続
き
に
必
要
な
書
類
作
成
の
手
伝
い

や
、
手
続
き
を
行
う
窓
口
へ
の
付
き
添

い
、
助
言
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
員
の
千
葉
仁
さ
ん
は
、「
家
族

は
、
病
院
や
行
政
か
ら
情
報
を
得
ら
れ

て
も
、
ま
ず
何
を
す
る
べ
き
か
、
見
え

に
く
く
情
報
の
整
理
が
、
家
族
に
と
っ

て
必
要
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
人

「
作
業
工
程
や
人
の
名
前
が
覚
え
ら
れ

な
い
、
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た
な
ど
、
周

囲
が
、本
人
の
受
傷
後
の
変
化
に
驚
き
、

関
わ
る
こ
と
に
も
苦
慮
し
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
退
院
し
た
こ
と
で
病
気
が

完
治
し
た
と
思
い
、
ど
の
よ
う
な
症
状

が
出
て
い
る
か
自
分
自
身
で
認
識
す
る

『
病
識
』
の
持
ち
に
く
さ
が
、
障
害
の

大
き
な
特
徴
」
と
話
し
ま
す
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し
た
場
合

で
も
、
本
人
は
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
か

ら
、
利
用
す
る
こ
と
自
体
に
抵
抗
感
を

感
じ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
本
人
の
生
活
全
般
を
家
族

の
み
で
支
え
る
こ
と
と
な
り
家
族
の
生

活
は
一
変
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

家
族
の
不
安
は
、
家
計
に
も
及
び
ま

す
。
平
成
十
八
年
の
東
京
都
高
次
脳
機

「おにぎりカフェゆんるり」の店頭。
ランチは500円で提供している
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　高次脳機能障害・横浜友の会「はばたき」

は1999年12月に設立しました。

　脳血管障害、脳炎、頭部外傷等で一命は取

り止めたものの、脳に大きなダメージを受け、

高次脳機能障害の後遺症に悩む当事者と家族

の会です。「はばたき」の会として、当事者

と家族のために臨床心理士の先生をお迎え

し、認知リハビリ教室、音楽療法士の先生を

お迎えして音楽に親しむ会、ボッチャ大会を

定期的に開催しています。また高次脳機能障

害をより理解するために、勉強会や講演会を

適時開催しています。

　設立当時、高次脳機能障害はまだまだ社会

に知られていませんでした。10年ひと昔と言

われますが、最近はテレビ、新聞、マスコミ

等に取り上げられたり、当事者自身や家族が

執筆した本が出版されたりと、社会に広く

知っていただけているのではと思っていま

す。おかげさまで高次脳機能障害だからと

いって、福祉サービスが受けられないという

状況も改善されてきていると思います。高次

脳機能障害は障害が多岐にわたり、年齢も幅

広く、それぞれにあった福祉サービスやリハ

ビリ、医療、就労等が受けられるように、介

護者は家族が突然障害者になり、まるで出口

のないトンネルに入ったような暗たんたる思

いで、日々介護に追われています。

　身体的にも肉体的にも、介護者のケアは切

実な問題です。当事者と家族が希望を持って

あたり前の生活ができるように、微力ですが

社会に訴えていきたいと思っています。

216

が
利
用
対
象
で
、
受
け
入
れ
数
に
も
限

界
が
あ
る
。
待
機
者
や
近
隣
市
町
村
か

ら
利
用
希
望
の
問
合
せ
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
必
要
と
し
て
い
る
方
が
地
域
に
埋

も
れ
て
い
る
の
で
は
」と
指
摘
し
ま
す
。

知
識
を
共
有
し
支
援
者
の
広
が
り
を

　

ゆ
ん
る
り
の
よ
う
に
高
次
脳
機
能
障

害
の
特
性
を
理
解
し
、
支
援
す
る
こ
と

が
で
き
る
機
関
が
増
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
作
業
所
や

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
な
ど
の
既
存
の
サ
ー
ビ

ス
が
、
高
次
脳
機
能
障
害
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
い
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
高
次
脳
機
能
障
害
と
伝
え
た

だ
け
で
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
断
ら
れ
た

こ
と
も
あ
り
、相
談
支
援
事
業
所
か
ら
、

本
人
の
状
況
や
配
慮
す
る
点
な
ど
を
伝

え
る
工
夫
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
千

葉
さ
ん
は
「
本
人
へ
の
き
め
細
か
な
支

援
の
た
め
に
、
事
業
所
同
士
が
相
談
し

合
え
る
関
係
を
作
り
、
既
存
の
サ
ー
ビ

ス
を
上
手
く
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
」
と
言
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
社
会
の
中
で
、
関
係
機
関
が

知
識
を
共
有
し
支
援
者
が
広
が
り
、
地

域
社
会
の
中
で
本
人
・
家
族
が
安
心
で

き
る
相
談
場
所
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
、

居
場
所
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
と
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。（

企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

作
業
を
続
け
る
体
力
・
集
中
力
が
あ
る

か
な
ど
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
が
何
か

を
理
解
す
る
こ
と
で
、
症
状
が
改
善
さ

れ
た
り
、
就
職
に
結
び
つ
い
た
り
す
る

な
ど
の
変
化
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

千
葉
さ
ん
は
「
基
本
的
に
市
内
の
方

一
日
平
均
五
名
の
利
用
者
と
、
三
名
の

ス
タ
ッ
フ
で
活
動
し
、
本
人
の
社
会
復

帰
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

記
憶
力
の
低
下
や
仕
事
の
計
画
を
立

て
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
等
に
よ
り
、

受
傷
前
の
よ
う
に
作
業
が
行
え
ず
、
働

く
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
が
、
写
真

付
き
で
配
膳
や
調
理
の
仕
方
な
ど
、
作

業
手
順
の
分
か
り
や
す
さ
を
配
慮
し
、

本
人
が
主
体
と
な
っ
て
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　
「
本
人
が
、
自
分
の
力
で
で
き
た
と

い
う
成
功
体
験
が
、
こ
れ
か
ら
の
生
活

で
大
切
」と
千
葉
さ
ん
が
話
す
よ
う
に
、

活
動
を
通
じ
て
、
周
囲
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
を
学
ぶ
こ
と
や
、

作業工程を図式化することで、作業がしやすくなる

当事者と家族が希望を持って
生活ができるように

高次脳機能障害・横浜
友の会「はばたき」
事務局長 長井祝子
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◆利用時間:月～金（第3金曜日、祝日、
　年末年始等を除く）の9時～17時
◆問合先:☎045－311－8865

　現在、この国の慢性透析患者は30万人、しか
しそれは氷山の一角とも言われています。
　本書は、働き盛りの30代に突然腎不全と尿毒
症を患い、透析治療に入られた著者の以後35年
の歩みが描かれています。その35年は、日本の
透析医療の進展とも重なります。著者は、さま
ざまな合併症と闘いながら、うつ病も体験、家
族の支えや、同病に苦しむ仲間やスタッフとの
絆の大切さ、同時に、医療が日々
進展する中、患者自らも学ぶ必
要があると語りかけています。
　病の中で苦しむすべての人
に、希望をもって、その人らし
く生きてほしいというメッセー
ジが込められた１冊です。
※書店での取り扱いがないため、
購入ご希望の方は、本会までお問
合せください。

「腎不全を生きる 
 三十五年の歩みから」
 梅田和彦　著

2010年10月発行
頒価1,000円（税込）
ゆみる出版

★
シ
リ
ー
ズ
よ
く
わ
か
る
福
祉
政

策
02　

わ
が
国
の
福
祉
を
人
々
の

生
き
る
希
望
、
生
き
る
力
に
〜
平

成
22
年
度
社
会
福
祉
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
報
告
（
全
社
協
）

★
２
０
１
０
年
版
新
任
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
活
動
の
手
引
き
（
全

社
協
）

★
２
０
１
０
年
度
社
会
福
祉
研
修

事
業
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
全

社
協
中
央
福
祉
学
院
）

★
平
成
21
年
度
介
護
従
事
者
処
遇

状
況
等
調
査
結
果
〈
概
要
〉（
厚
労

省
）

★
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
関

す
る
意
見
（
厚
労
省
社
会
保
障
審

議
会
介
護
保
険
部
会
）

★
若
年
性
認
知
症
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

〜
職
場
に
お
け
る
若
年
性
認
知
症

の
人
へ
の
支
援
の
た
め
に
（
東
京

都
福
祉
保
健
局
）

★
２
０
１
０
年
リ
ウ
マ
チ
白
書
・

創
立
50
周
年
記
念
〜
リ
ウ
マ
チ
患

者
の
実
態
〈
総
合
編
〉（
日
本
リ
ウ

マ
チ
友
の
会
）

★
第
45
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
障
害
福
祉
賞
入

選
作
品
集
〜
「
共
に
生
き
る
」
地

域
で
暮
ら
す
心
と
社
会
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
厚
生
文
化
事
業
団
）

★
改
正
介
護
保
険
制
度
移
行
後
の

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
実
態
に
関

す
る
調
査
（
日
本
大
学
文
理
学
部
・

畠
山
輝
雄
）

新着資料

※蔵書検索もご利用ください！http://www.knsyk.jp/tosyo/

（Ｎ）ゆっくりいそご
理事長　前田　絢子



11
第710号　福祉タイムズ　2011.1.15

役
員
会
の
動
き

◇
理
事
会
＝
平
成
22
年
12
月
24
日（
金
）①

正
会
員
の
入
会
申
込
、
②
職
員
給
与
規
程

の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
（
案
）、
③
事

務
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

規
程
（
案
）

新
会
員
紹
介

【
経
営
者
部
会
】
（福）
み
ど
り
の
風
、
（福）
わ

か
ば
健
成
会

【
施
設
部
会
】
ぎ
ん
の
す
ず
保
育
園
、
保

育
園
お
ひ
さ
ま
の
ほ
っ
ぺ

親
族
後
見
人
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

◇
日
時
＝
３
月
５
日（
土
）13
時
〜
17
時

◇
会
場
＝
茅
ヶ
崎
市
民
文
化
会
館

◇
内
容
＝
講
義
「
成
年
後
見
人
と
し
て
の

基
本
的
な
職
務
や
事
務
手
続
き
」（
横
浜

家
庭
裁
判
所
）、
実
践
報
告
（
親
族
後
見

人
）、ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
相
談
会
（
相
談
員
：

弁
護
士
、
社
会
福
祉
士
、
司
法
書
士
、
行

政
書
士
）

◇
対
象
＝
親
族
後
見
人
の
方
、
親
族
後
見

人
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
相
談
支
援
機

関
職
員
等

◇
定
員
＝
80
名
（
参
加
費
無
料
）

◇
申
込
締
切
＝
２
月
18
日（
金
）

◇
問
合
先
＝
本
会
か
な
が
わ
成
年
後
見
推

進
セ
ン
タ
ー

☎
045

－

312

－
５
７
８
８

℻  
045

－
322

－
３
５
５
９

法
人
後
見
実
施
団
体
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◇
日
時
＝
３
月
８
日（
火
）13
時
〜
17
時

◇
会
場
＝
県
社
会
福
祉
会
館

◇
内
容
＝
基
調
講
演
「
新
し
い
地
域
福
祉

と
権
利
擁
護
シ
ス
テ
ム
」（
講
師
：（
Ｎ
）

お
お
さ
か
地
域
生
活
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事

長
北
野
誠
一
氏
）、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地

域
で
つ
く
る
成
年
後
見
の
し
く
み
」（
パ

ネ
リ
ス
ト
：
社
協
、
行
政
、
市
民
団
体
）

◇
対
象
＝
成
年
後
見
制
度
の
推
進
を
担
う

各
種
関
連
の
専
門
職
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、

市
民
グ
ル
ー
プ
、
社
協
、
そ
の
他
当
事
者

支
援
に
関
わ
る
相
談
機
関
等

◇
定
員
＝
90
名

◇
参
加
費
＝
無
料

◇
申
込
締
切
＝
２
月
18
日（
金
）

◇
問
合
先
＝
本
会
か
な
が
わ
成
年
後
見
推

進
セ
ン
タ
ー

☎
045

－

312

－

５
７
８
８

℻  
045

－

322

－

３
５
５
９

看
護
職
の
た
め
の
福
祉
施
設
等

就
労
促
進
セ
ミ
ナ
ー

◇
日
時
＝
①
２
月
14
日（
月
）、
②
２
月
21

日（
月
）13
時
30
分
〜
16
時

◇
会
場
＝
①
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
い

ば
ら
苑
（
小
田
急
線
栗
平
駅
か
ら
徒
歩
８

分
）、
②
障
が
い
者
支
援
施
設
横
浜
ら
い

ず（
東
急
東
横
線
綱
島
駅
か
ら
バ
ス
15
分
、

バ
ス
停
か
ら
徒
歩
３
分
）

◇
対
象
＝
看
護
師
、
准
看
護
師
、
福
祉
・

介
護
分
野
で
の
看
護
師
の
仕
事
に
興
味
の

あ
る
方

◇
定
員
＝
各
回
20
名
（
参
加
費
無
料
）

◇
申
込
方
法
＝
申
込
用
紙
に
て
郵
送
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
申
込

◇
問
合
先
＝
本
会
か
な
が
わ
福
祉
人
材
セ

ン
タ
ー

☎
045

－

312

－

４
８
１
６

℻  
045

－

313

－

４
５
９
０

こ
れ
か
ら
の
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
語
る
！
〜
講
演
会
の
ご
案
内

◇
日
時
＝
２
月
19
日（
土
）13
時
〜
15
時

◇
会
場
＝
県
社
会
福
祉
会
館

◇
内
容
＝
特
別
顧
問
挨
拶
：
松
沢
成
文
県

知
事
、
記
念
講
演
：
石
原
信
男
氏
（
災
害

救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
委
員
会
会
長
）

◇
参
加
費
＝
無
料
・
記
念
品
と
し
て
冊
子

「
神
奈
川
の
安
全
防
災
」
と
「
大
地
震
発

生　

そ
の
時
ど
う
す
る
」
を
贈
呈
し
ま
す

◇
問
合
先
＝
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推

進
委
員
会

☎
03

－

３
５
８
４

－

４
０
８
５

℻  
03

－

３
５
８
９

－

１
７
０
３

評
価
結
果
を
公
表
し
ま
し
た

　

本
会
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
外
部
評
価

事
業
と
し
て
、
昨
年
十
二
月
か
ら
本
年
三

月
に
訪
問
調
査
を
実
施
し
た
五
事
業
所
の

評
価
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
一
面
参
照
）、

W
A
M

‐NET

（http://w
w
w
.w
am
.

go.jp

）
等
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
℡03（3449）1771㈹／ Fax03（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL http://www.yasue-sekkei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

地域密着型サービス外部評価
受審事業所一覧

No. 事業所名 所在地

１ グループホームそよ風 横浜市金沢区

２ いきいき生活館２号館 横浜市中区

３ 日限山ホーム 横浜市港南区

４ グループホーム万寿の森 横浜市青葉区

５ グループホーム
アカシヤの家 横浜市泉区
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防火管理者の皆様へ 消防用設備等点検時には無償で点検推進指導員を派遣し
防火管理者の立会を支援いたします。

（財）神奈川県消防設備安全協会
 ＴＥＬ　０４５－２０１－１９０８

　大規模な地震が発生すると、鉄道や道路に被害が発生します。被
害が発生していない場合でも、その後の安全点検や停電による信号
機の停止などにより公共交通機能は大幅にダウンします。神奈川県
の地震被害想定調査(2009)の結果によると一時的に全県で77万人
の帰宅困難者が発生すると想定されています。勤め先等から自宅ま
で徒歩で帰宅するルートの確認や歩きやすい靴、最低限の飲料水、
携行食の確保を行うことと家族と最終的に再会する場所を決めてお
くことも地震対策の一つです。

交通支障により帰宅が困難に （執筆）神奈川県温泉地学研究所　杉原英和次長 消防用設備の
安心を保障します

倒壊した阪神高速道路
(1995年阪神・淡路大震災)

発
行
日　

２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）１
月
15
日　

毎
月
１
回
15
日
発
行　
　

発
行
所　

〒
221

－

０
８
４
４　

横
浜
市
神
奈
川
区
沢
渡
４
番
地
の
２

社
会
福
祉
法
人　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
045

－

311

－

１
４
２
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
045

－

312

－

６
３
０
２　
　

編
集
発
行
人　

鈴
木
和
夫　
　

印
刷
所　

株
式
会
社　

神
奈
川
機
関
紙
印
刷
所

第31回ともしびポスター・第24回
ともしび絵本コンテスト絵本の部
「ともしび大賞」作品紹介

『笑顔貯金のすゝめ』
横須賀市立久里浜中学校
３年　坂尾　弥咲さん

　坂尾弥咲さんが描いた「笑顔貯金のすゝめ」。完成までに２週間を費やした力作は、第24回ともしび絵本コンテ
ストで「ともしび大賞」に輝きました。
　表紙に描かれた可愛いブタは、笑顔が貯まる不思議な貯金箱。お年寄りや障害のある方の笑顔が、ハートの形
になり「コロンッコロンッ」と貯金箱にたまっていく心温まるストーリーは、読む人も笑顔にさせてくれます。
　「普段のちょっとした優しさ・思いやりで、いろいろな人の笑顔に出会えるということを、夢のある絵本にして
表現しました」と話す坂尾さん。
　「笑顔貯金の仲間が増えますように。みんなでＨａｐｐｙに歩んでいきたい。みんながともに生きるまち」とい
う最後の文章は、坂尾さんのお気に入り。絵を描くこと以上に、文章を考えるのにとても苦労したそうです。
神奈川県立総合教育センターの井上達也副審査委員長は「優しい気持ちのこもった素晴らしいアイディア。絵を
描くだけではなく、どのような文章にするかを一生懸命考えることは、とても貴重な経験です」と、言葉・文章を
豊かに使う『言語活動』の大切さを、講評で話してくださいました。
　「絵本を通して、助け合う・協力し合うという意識が、少しでもいいから読んだ人の心に芽生えて欲しい。その
意識があれば、皆もっと幸せになれると思います」と話す坂尾さんの将来の夢は、優しさ・思いやりを伝える「絵
本作家」。一人ひとりの笑顔貯金が、「おなか　いーっぱいっ」になることが、坂尾さんの願いです。
 （ともしび運動推進担当）

広
告
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